
　（別紙４-２） 事 業 所 名

作 成 日 ：

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　　標

1 6 身体拘束をしないケアの実践。
身体拘束廃止の向けて指針を作成し、委員会開
催や研修に取り組む。

2 11 運営に関する職員意見の反映。
１,２ヶ月に１度は職員会議を開催し、職員からの
意見聴取の機会を増やしていく。

3 33 重度化や終末期に向けた方針の共有と支援。
重度化や終末期に向けた方針について、利用者
や家族への説明、了承を得られた文書の整備を
行う。

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。

注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

【 目標達成計画 】　

身体拘束廃止に向けての指針を早急に作成し、
指針に基づいた委員会開催や内部研修を行って
いく。

１,２ヶ月に１度は職員会議を開催し、職員からの
意見聴取に機会を増やしていくと共に、管理者に
よる個別面談等で、職員の意見や提案を聞く機
会を設け反映に繋げていく。

町や協力病院と連携をとりながら指針の整備を
行う。文書については、町の意見も取り入れなが
ら利用者、家族への説明、了承をどう整備すべき
か検討していく。

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

１年
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目標達成に
要する期間

１年

１年


